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Ⅳ 教科に関する特徴的な問題
(1) 小学校国語

インタビューメモを基に、話し手の意図を捉えながら聞いたり、話の展開に沿って質問した
りすることができるかどうかが問われています。（国語Ｂ「活用」）

＜調査問題国語Ｂ＞

問１の二 問１の三
平均正答率 無解答率 平均正答率 無解答率

京都府 51.1％ 0.3％ 京都府 53.8％ 5.8％
全 国 51.1％ 0.5％ 全 国 50.4％ 7.8％

☆話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って質問することに課題がある。インタビュ
ーは、メモを見ながら、想定したとおりに質問を進めていくだけでよいわけではなく、目的
に応じて、メモを基にしながらも、実際の話の展開に応じて質問の仕方を変えたり、新たな
質問を追加したりすることが大切である。

☆話すことと聞くこととは、同時に指導するものである。聞くことを受動的な行為とのみ捉え
るのではなく、必要に応じて聞き返したり、相手の話の内容を確認したり、補足説明を加え
たりするといった主体的な聞き方を指導し、話し手と聞き手が補完し合うことによって、よ
り効果的な情報の伝達が実現するということを児童が実感できるようにすることが大切であ
る。
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  (2) 小学校算数 

 

 

 

 

 

＜調査問題 算数Ａ＞ 

 
 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準量、比較量、割合の関係を理解しているかどうかをみる問題（算数Ａ

「知識」）です。１を超える割合を百分率で表す場面において、基準量と比

較量の関係を正しく捉えることができるかが問われています。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 47.9％ 4.0％ 

全 国 50.9％ 5.7％ 

 
 
☆昨年までの全国学力・学習状況調査結果において、「割合の意味を理解す

ること」や「示された情報から基準量を捉え、比較量と割合から基準量
を求めること」に課題があるという指摘があり、これらの課題に基づい
て出題されている。 

☆京都府の正答率は、全国平均を 3.0 ポイント下回り、基準量、比較量、
割合の関係を正しく捉えることに依然として課題がある。 

☆指導に当たっては、基準量と比較量の関係を図や数直線を用いて捉える
場面を設け、問題場面がどのようなことを表しているのかを理解するた
めに図や数直線に表す過程を丁寧に確認していく学習が必要である。 
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 (3) 中学校国語 

 

 

 

 

   ＜調査問題 国語Ａ＞ 

 

 
　 問９の四　ア 問９の四　イ

平均正答率 無解答率 平均正答率 無解答率

京都府 57.5% 0.6% 京都府 61.0% 0.7%

全　国 60.3% 1.0% 全　国 62.8% 1.0%  
 

 

 

 

辞書を活用し、漢字が表している意味を正しく捉えることができるかどう

かが問われています。（国語Ａ 「知識」） 

☆「美」という漢字を漢和辞典の項目で示し、そこに示された複数の意味のうち、「賛
美」と「優美」の意味はどれにあたるのかを答えさせる問題です。 

☆漢字の持つ複数の意味を、漢和辞典を用いて調べる学習活動などを通して、熟語の
意味と結びつけながら適切に捉える必要があります。さらに、文脈に即して意味を
捉えることができるような「読むこと」の指導や、語彙を増やすために幅広く読書
することの指導が必要です。 
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  (4) 中学校数学 

 

 

 

 

 

＜調査問題 数学Ｂ＞ 

 
    

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること
ができるかどうかをみる問題（数学Ｂ「活用」）です。資料の分布の特徴や最頻
値などを基にして判断した理由を数学的に表現することができるかが問われて
います。 

☆京都府の正答率は、全国平均を 2.2 ポイント上回り、無解答率も全国平均
を 3.8 ポイント下回ってはいるが、資料の傾向を的確に捉えて判断し、そ
の理由を数学的な表現を用いて説明することに依然として課題がある。 

☆分布の形が異なる様々な資料について、資料の傾向を捉えるためにどの代
表値を用いるとよいかを考察する活動を取り入れ、代表値の必要性と意味
を理解し、適切な代表値を求めることができるように指導するとともに、
資料の傾向を捉える判断の理由を代表値を用いて、簡潔にわかりやすく説
明できるように指導することが大切である。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 49.8％ 15.5％ 

全 国 47.6％ 19.3％ 

 


